平成　　年　　月　　日

平成　　年度青少年健全育成推進事業補助金実績報告書
みよし市青少年健全育成推進協議会長　殿

申請者　住　　所

　　　　電　　話

団体名称

代表者名　　　　　　　　　　　　　　印
　平成　　年　　月　　日付け　　み青推協第　　号で補助金の交付決定を受けた　　　　　　
地区青少年健全育成推進協議会活動事業を完了したので、みよし市青少年健全育成推協議会
補助金等交付要綱第９条の規定により下記のとおり報告します。

記

１　事業実績及び効果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　特に効果のあったと思われる事業名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　添付必要書類等
　(1)　事業実施報告書（別紙様式による）
  (2)　収支決算書（別紙様式による）
  (3)　添付資料等（写真については必須）
　　・総会資料（２２年度決算及び実施事業がわかるものを添付してください。総会を実施しない場合は添付しなくて結構です。）
　　・写真（活動の様子のわかるもので主なものをA４の用紙に２、３枚程度添付して提出してください。全ての事業の写真が必要な訳ではありません。コピーでも可。）
　　・事業のチラシ、パンフレット等（作成したものがあったら添付してください。）
事業実施報告書（地区健全育成）
地区名　　　　　　　　　　
	　　　　　　区分
事業名
	対象者
及び
参加者数
	実施日
	事業内容及び事業効果
	事業費（円）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	(Ａ)



※事業費合計（Ａ）は、収支決算書の事業費本年度決算額（Ａ）と同額になること。

収支決算書（地区健全育成）
地区名　　　　　　　　　　
収入の部

	区　　分
	本年度決算額(円)
	本年度予算額(円)
	比　較
	備　考

	協議会補助金
	
	
	
	

	区補助金
	
	
	
	

	繰越金
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　　計
	
	
	
	


支出の部
	区　　分
	本年度決算額(円)
	本年度予算額(円)
	比　較
	備　考

	事業費
	(Ａ)


	
	
	実施報告書のとおり

	事務費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　　計
	
	
	
	


※　事業費（Ａ）は、事業実施報告書の事業費合計（Ａ）と同額になること。
◆収入－支出＝差引残額

収入　　　　　　　　　　支出　　　　　　　　　　差引残額

　　　　　　　　　　　　　円　－　　　　　　　　　円　＝　　　　　　　　　円
◆差引残額がある場合の処理方法〔例：次年度繰越金とする。〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　※ただし、協議会から交付された補助金の金額分については、繰り越すことのないよう全額
執行してください。
平成　　年　　月　　日

平成　　年度青少年健全育成推進事業補助金実績報告書

みよし市青少年健全育成推進協議会長　殿

申請者　住　　所

　　　　電　　話

団体名称

代表者名　　　　　　　　　　　　　　印
　
　平成　　年　　月　　日付け　　み青推協第　　号で補助金の交付決定を受けた　　　　　　

地区ジュニアクラブ育成会活動事業を完了したので、みよし市青少年健全育成推協議会
補助金等交付要綱第９条の規定により下記のとおり報告します。

記

１　事業実績及び効果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　特に効果のあったと思われる事業名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　添付必要書類等

　(1)　事業実施報告書（別紙様式による）
  (2)　収支決算書（別紙様式による）

  (3)　添付資料等（写真については必須）

　　・総会資料（２２年度決算及び実施事業がわかるものを添付してください。総会を実施しない場合は添付しなくて結構です。）

　　・写真（活動の様子のわかるもので主なものをA４の用紙に２、３枚程度添付して提出してください。全ての事業の写真が必要な訳ではありません。コピーでも可。）

　　・事業のチラシ、パンフレット等（作成したものがあったら添付してください。）
事業実施報告書（地区ジュニアクラブ）

地区名　　　　　　　　　　
	　　　　　　区分
事業名
	対象者
及び

参加者数
	実施日
	事業内容及び事業効果
	事業費（円）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	(Ａ)



※事業費合計（Ａ）は、収支決算書の事業費本年度決算額（Ａ）と同額になること。
収支決算書（地区ジュニアクラブ）
地区名　　　　　　　　　　
	収入の部

区　　分
	本年度決算額(円)
	本年度予算額(円)
	比　較
	備　考

	協議会補助金
	
	
	
	

	区補助金
	
	
	
	

	繰越金
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　　計
	
	
	
	


支出の部

	区　　分
	本年度決算額(円)
	本年度予算額(円)
	比　較
	備　考

	事業費
	(Ａ)


	
	
	実施報告書のとおり

	事務費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　　計
	
	
	
	


※　事業費（Ａ）は、事業実施報告書の事業費合計（Ａ）と同額になること。

◆収入－支出＝差引残額

収入　　　　　　　　　　支出　　　　　　　　　　差引残額

　　　　　　　　　　　　　円　－　　　　　　　　　円　＝　　　　　　　　　円
◆差引残額がある場合の処理方法〔例：次年度繰越金とする。〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　※ただし、協議会から交付された補助金の金額分については、繰り越すことのないよう全額
　執行してください。
平成　　年　　月　　日

平成　　年度青少年健全育成推進事業補助金実績報告書

みよし市青少年健全育成推進協議会長　殿

申請者　住　　所

　　　　電　　話

団体名称

代表者名　　　　　　　　　　　　　　印
　
　平成　　年　　月　　日付け　　み青推協第　　号で補助金の交付決定を受けた　　　　　　

校区ジュニアクラブ育成会活動事業を完了したので、みよし市青少年健全育成推協議会
補助金等交付要綱第９条の規定により下記のとおり報告します。

記

１　事業実績及び効果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　特に効果のあったと思われる事業名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　添付必要書類等

　(1)　事業実施報告書（別紙様式による）
  (2)　収支決算書（別紙様式による）

  (3)　添付資料等（写真については必須）

　　・総会資料（２２年度決算及び実施事業がわかるものを添付してください。総会を実施しない場合は添付しなくて結構です。）

　　・写真（活動の様子のわかるもので主なものをA４の用紙に２、３枚程度添付して提出してください。全ての事業の写真が必要な訳ではありません。コピーでも可。）

　　・事業のチラシ、パンフレット等（作成したものがあったら添付してください。）
事業実施報告書（校区ジュニア・三好高校）
学校名　　　　　　　　　　
	　　　　　　区分
事業名
	対象者
及び

参加者数
	実施日
	事業内容及び事業効果
	事業費（円）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	(Ａ)



※事業費合計（Ａ）は、収支決算書の事業費本年度決算額（Ａ）と同額になること。
収支決算書（校区ジュニア・三好高校）
学校名　　　　　　　　　　
収入の部

	区　　分
	本年度決算額(円)
	本年度予算額(円)
	比　較
	備　考

	協議会補助金
	
	
	
	

	区補助金
	
	
	
	

	繰越金
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　　計
	
	
	
	


支出の部

	区　　分
	本年度決算額(円)
	本年度予算額(円)
	比　較
	備　考

	事業費
	(Ａ)


	
	
	実施報告書のとおり

	事務費
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　　計
	
	
	
	


※　事業費（Ａ）は、事業実施報告書の事業費合計（Ａ）と同額になること。

◆収入－支出＝差引残額

収入　　　　　　　　　　支出　　　　　　　　　　差引残額

　　　　　　　　　　　　　円　－　　　　　　　　　円　＝　　　　　　　　円
◆差引残額がある場合の処理方法〔例：次年度繰越金とする。〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　※ただし、協議会から交付された補助金の金額分については、繰り越すことのないよう全額
　執行してください。









